『出力変動電源の系統連系技術』特集

　論文誌Ｂ（電力・エネルギー部門誌）では，平成24年4月号に「出力変動電源の系統連系技術」特集を企画しています。
エネルギーセキュリティー確保，化石燃料への依存度低減，環境問題への対応（温室効果ガス排出削減）のため，風力発電や太陽光発電といった出力変動電源が年々多数導入されている。しかし，これらの電源は出力の平滑化や発電量の予測が困難であり，系統連系時には，供給信頼度維持，系統周波数維持，電圧の適正化，安定度等の課題が発生すると考えられる。よって，出力変動電源の出力を平滑化する技術や余剰発電分を効率的に制御する技術，系統への影響を低減する技術(例えば，出力予測，電力貯蔵による制御，単独運転技術，単独運転防止技術，電圧無効電力制御機能の付加，系統擾乱時の電源脱落防止機能（FRT），調整電源の運用等による系統側対策)が必要となる。
　そこで，更なる風力発電や太陽光発電といった出力変動電源の導入拡大に向けて重要となる系統連系技術に関して，広く論文を募集する。

○ 投稿締切
平成23年4月28日（木）

電子投稿・査読システムの「論文投稿」画面において，「出力変動電源の系統連系技術」特集を選択してください。

○ 投稿方法
投稿は電子投稿・査読システムで受付けます。

http://www2.iee.or.jp/ver2/honbu/14-magazine/index030.html
より電子投稿してください。

電子投稿・査読システムの詳細につきましては，論文誌Ｂの2007年11月号をご覧ください。また，電力・エネルギー部門のWebページに投稿のための簡易マニュアルがあります。

http://www2.iee.or.jp/ver2/pes/13-magazine/index040.html
○ 問合せ先
電力系統技術委員会 幹事補佐

東京電力（株） 技術部 電力システム計画グループ



加藤　義之



〒100-8560　東京都千代田区内幸町1-1-3



Tel:03-6373-3660
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